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 (1)a. 個別類別詞：最小としての個体を個別化する類別詞 
     人 (り・ひと)、匹、本、枚、粒、台、丁、個、つ、など 
b. 集合類別詞：個体が集まったグループを最小単位とする類別詞 
     対、足、束、輪、山、セット、グループ、列、チーム、など 
c. 計量類別詞：量を測る類別詞 
     杯、匙、袋、切れ、抱え、包み、キロ、グラム、トン、など  (水口 2004:64) 
 
 田中(2016)では、(1a)は(1b)(1c)に比べて外来語2が進出し難い領域であったが、近年、(1a)

















 (4) お薦めは、オフの日用の服を季節ごとに上下セットで 2～3パターン用意しておくこ
とです。                         『朝日新聞 2011/4/30』 
(5) 同社の「楽天モバイル」はドコモの LTE に対応する音声付き SIM カードを 4プラン

















 (6) 橋本(2010)の調査資料4 
   a. 『朝日新聞社説』(1911～2005 年) 
                                                        
3 出典を記したものは実例であるが、数詞の表記は算用数字に統一している。また、用例内で置換を行っ
ているものについては、左を原典に統一する。 
4 朝日新聞の調査は、1,140 日分(1911～2005 年までの 95 年間の毎年 12 日分)1,768 本の社説を、読売新聞
の調査は、1932～2002 年までの 70 年間を 5 年毎にサンプリングし、各年 12 日分計 180 日の社説を対象
としている。また、政府 4 演説は、「内閣総理大臣の「施政方針演説」、外務大臣の「外交演説」、財務大
臣(2000 年までは大蔵大臣)の「財政演説」、経済財政政策担当大臣(2000 年までは経済企画庁長官)の「経
済演説」(橋本 2010:181)」を指し、計 216 本の演説が調査対象とされている。 
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b. 『読売新聞社説』(1932～2002 年) 
c. 『政府 4 演説』(1955～2009 年)5 
 (7) 金(2011)の調査資料 
『毎日新聞縮刷版』(1950、60、70、80 年)、『CD-毎日新聞’91 データ集』、『CD-毎日
新聞 200 年データ集』の毎月 5 日、25 日(休刊日の場合は翌日分)の計 24 日分のうち、
東京地方版・大阪本社版の紙面を除く朝刊全紙面 
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表 3 金(2011)の調査における「パターン」の出現数6 
 50年 60年 70年 80年 91 年 00年 
用例数 0 0 12 21 8 16 
出現率 0 0 5.57 9.85 4.39 6.86 
 







                                                        
5 『政府 4 演説』の調査では「パターン」は得られなかったようである。 
6 金(2011)は国立国語研究所(1987)で提案されている方法を援用し、各外来語の増加傾向係数も算出して
いる。 








 (8)a. 数詞と結合して数量詞を成す 




























                                                        
7 ジャンルやデータ量が統一されていないといった問題もあるが、さらなる調査は今後の課題とする。 









 (10)  鍛冶用機類 
    スチーム、ハンマー、エーヤ ハンマー、整形ハンマー、ドロツ ハンマー 
    パターン シヨツプマシン類 








『世耕弘一氏発言『第 7 回衆議院予算委員会』1950/2/6』 
 (12) この第 3 条、第 5 条が何とおっしゃっても、これはアメリカと各国が加わった 2国
間、あるいは多数国間の条約にあるバンデンバーグ決議を軸とするいわゆる相互防
衛条約のパターンである、これは明瞭です。 














という「不就業型」の 4 パターンに大別できるが、… 
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『『労働白書 平成 3 年版』1991』 
(16) 四面にとりつけられるネオンは赤色を基調に黄色と白を組み合わせ、点滅しながら





 (17) エンディングテーマ(ビバノン音頭)の譜面は、長さの違うものを 3パターン用意し
て、残りの時間に応じて、どれか一つをバンド(岡本章生とゲイスターズ)に渡し
ました。         『加藤義彦『8 時だョ! 全員集合の作り方』2001』 
 (18) 夫の出張用、リゾート用など目的別に何パターンか作っておくとさらに便利です。 


































『著者不明『世界のおもちゃ 100 選』2003』 
 (20) 事前に、例年の授業を参考に 4｛パターン／タイプ／種類｝の時間割りを考え、結
局、月曜から金曜まで毎日、2コマから 4コマをとった。 『朝日新聞 1998/10/17』 
 (21) 応援団がない野球部の依頼で、1カ月ほど前から 1 日 2時間ほど練習し、6｛パター





 (22) このため、「県内 5つの活断層ごとに想定した」滋賀県や、「直下型、海溝型合わせ
て 8｛パターン／?? タイプ／種類｝の想定をした」千葉県などのように、地震の被
害想定が細かく複雑になる傾向も出ている。       『朝日新聞 1996/9/1』 
 (23) 改善により、データベースのシミュレーションは 260 から 1488｛パターン／?? タ
イプ／種類｝に増え、太平洋上の観測点なども約 13 倍の 391 点になり精度が上が













 『明鏡国語辞典 第 2 版』 































 (24) タイプ A：… 
   タイプ B：… 
   タイプ C：… 
    以上の 3 タイプは、形状による分類である。 
 (25) *種類 A：… 
    種類 B：… 
                                                        
10 「-パターン」と「-タイプ」「-種類」とでは、次のような違いも存在する。 
 (i)a. 5 パターン 10 種類(のメッセージ) 
  b. 5 種類 10 パターン(のメッセージ) 
 (ii)a. 5 タイプ 10 パターン(のメッセージ) 
  b.?? 5 パターン 10 タイプ(のメッセージ) 
 (iii)a. 5 タイプ 10 種類(のメッセージ) 
   b. 5 種類 10 タイプ(のメッセージ) 
しかし、現段階ではなぜこのような違いが現れるのかは不明であるため、ここでは現象の指摘にとどめる。 
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    種類 C：… 
    以上の 3 種類は、形状による分類である。 
 (26) パターン A：… 
    パターン B：… 
    パターン C：… 













表 4 3 つの外来語の助数詞用法獲得の推定時期など 
 用法獲得推定時期 既存の助数詞 
「-パターン」 2000 年前後 「-種類」 
「-タイプ」 1990 年前後 「-種類」 
「-ケース」 2000 年前後 「-例」 
 










                                                        
11 「-例」も「-種類」も近代語の段階ですでに助数詞の認定基準を満たす用例が確認される。詳しくは田
中(2016,投稿中)を参照されたい。 




 では、本節で取り上げている一般性の高い意味を有する 3 つの外来語の助数詞への進出
はどのように捉えられるのか。 





(27) 同社の「楽天モバイル」はドコモの LTE に対応する音声付き SIM カードを 4 プラ
ン用意しており、月額は 1250～2960 円。大手と比べて最大 3 分の 1 になる点がウ
リだ。                 『http://toyokeizai.net/articles/-/54608(＝(5))』 
 (28) 米 Apple は 2017 年に新たな iPad を 3 モデル発売する──。 
『http://www.itmedia.co.jp/news/articles/1608/16/news047.html』 
 (29) 本送電線は、高標高（最高約 1,600m、平均約 860m）の過酷な自然環境の山岳地を
経過するため、耐氷雪設計の観点から全線にわたり支持物として我が国ではめずら
しい 1回線水平配列方式の「えぼし型鉄塔」を適用し、それを 2 ルート建設して 2

























































 また、上述した 2 種類の助数詞の新生は成立要因に関する類型である。助数詞の新生に
おける変化の過程についても、同様に類型化できるのか、それとも、変化のプロセスにつ
いては統一的に説明(＝一般化)できるのかについては未だ明らかではないが、これについ
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Emergence of loanwords “patan (pattern)” 




 The purpose of the present study is twofold: (1) to carry out a case study that traces the 
emergence of the word “patan (pattern)” as a classifier; and (2) to examine the influence of 
semantic content on the process of a noun becoming a classifier through the example of “patan 
(pattern)”, “keisu (case)” and “taipu (type)”. The main findings regarding (1) are as follows. The 
loanword “patan” was rarely used in the newspapers around the year 1945, but could be seen in the 
written texts from 1970 onwards; we can estimate that its usage as a classifier was established 
around the year 2000. With regards to (2), though terms having a generic meaning such as “patan”, 
“keisu” and “taipu” are influenced by what can broadly be referred to as social factors, it is mainly 
linguistic factors that trigger the change in usage. 
 
 
 
 
 
 
